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巻頭言 有村 久春押谷 由夫
生徒指導に関する諸問題（七） 子どもの社会性をはぐくむ 有 村 久 春 2～16
「低学年理科」の教科としての位置付けに関する歴史的考察 Ⅱ
国民学校における「自然の観察」の新設（成立期） 小 川 哲 男 17～27
大学と教育行政機関との連携による教員養成の推進の現状と課題 清 水 満 久 28～36
日本の幼児体育の現状と問題点 富 本 靖 37～47
『小学校社会科学習指導要領補説』における「作業単元」展開の特質
『社会科作業単元展開の実際』との比較から 鈴 木 円 48～61
ままごと遊びの再考② 遊びのプロセスからの検証 横 山 文 樹 62～73
乳幼児期における社会的人間関係の理解に関する一考察 爾 寛 明 74～80
健康教育と規律の習得 熊 澤 幸 子 81～91
男女共生の食教育の推進
日本における「食育」推進のジェンダー視点からの分析 今 井 美 樹 92～104
文化講座「特殊研究講座」一覧
平成17年10月8日 おはなしの宅急便 児童文学作家 角 野 栄 子
平成17年10月29日 孤独をいやし生きがいを発見する 明治大学助教授 諸 富 祥 彦
平成18年5月27日 絵本と子どもの発達 東京大学教授 秋田喜代美
平成18年10月21日 日本のわらべうたとマザーグース 目白大学教授 鷲津名津江
短期大学部初等教育学科教員学術研究会（平成17年度）要旨
平成17年6月29日 体験，気付きそして自立への基礎 生活科教育の目指すもの
非常勤講師 松 本 忠 史
平成18年1月25日 人権保育の今後について考える 専任講師 爾 寛 明




巻頭言 有村 久春押谷 由夫
生徒指導に関する諸問題（八） 教師に求められる「いじめ」対応 有 村 久 春 2～15
子どもの自然認識の萌芽の構造と構成に関する研究
「生活概念」と「科学概念」の双方向性の視点から 小 川 哲 男 16～24
図画工作美術教育の諸問題（5）
児童の造形表現の発達的特性に基づく題材開発 清 水 満 久 25～35
諸外国の体育教育の現状と問題点 歴史に見る体育の変遷 富 本 靖 36～49
私立中高一貫教育に関する一考察 私立中高一貫教育研究委員会編
『私立学校における中学校高等学校の一貫教育』（1973年）を中心に 鈴 木 円 50～62
幼稚園教育の基本と指導法に関する考察 横 山 文 樹 63～74
チンパンジー乳児とヒト乳児における表情表出の左右差 中 村 徳 子 75～80
音楽における感情と表現（1） 永 岡 都 81～95
文化講座「特殊研究講座」一覧
平成18年5月27日 絵本と子どもの発達 東京大学教授 秋田喜代美
平成18年10月21日 日本のわらべうたとマザーグース 目白大学教授 鷲津名津江
平成19年10月27日 ホスピスから学ぶいのちの教育 めぐみ在宅クリニック院長 小 澤 竹 俊
人間社会学部初等教育学科短期大学部子ども教育学科教員学術研究会（平成18年度）要旨
平成18年6月14日 子どもの造形的な表現と理解 時間による表現の変化とその記録，
展示方法の考察 非常勤講師 稲 田 大 祐
平成18年11月22日 二つの教材を重ねて読みを深める 吉野弘「夕焼け」と「雪の日に」




巻頭言 木 間 英 子
科学的リテラシー向上を目指す「低学年理科」における評価方法論 小 川 哲 男 2～14
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図画工作美術教育の諸問題（6）
小中学校の一貫性を高める図画工作美術のカリキュラムの推進 清 水 満 久 15～26
幼稚園における子どもの「人とのかかわり」に関する考察（1）
領域「人間関係」の意義と課題の追究 横 山 文 樹 27～40
幼稚園における統合保育導入に伴う課題と対応 F幼稚園での実践を通して 石 井 正 子 41～55
小学校教員養成において育成すべき資質能力に関する考察
小学校社会科の教科内容に関する基礎的知識技能スタンダード試案の構築 鈴 木 円 56～69
時代社会の変容を捉えた学校運営改善のための教師教育
教師の職能成長と校内研修の役割在り方 西 尾 克 明 70～101
文化講座「特殊研究講座」一覧
平成19年10月27日 ホスピスから学ぶいのちの教育 めぐみ在宅クリニック院長 小 澤 竹 俊
平成20年10月1日 子どもの科学する心を育てる 帝京大学教授 福 岡 敏 行
人間社会学部研究会（初等教育学科関連）短期大学部子ども教育学科教員学術研究会（平成19年度）要旨
平成19年9月29日（人間社会学部研究会） 障害のある子を受け入れる保育 専任講師 石 井 正 子
平成20年1月23日（教員学術研究会） 幼児期から児童期におけるメディア




巻頭言 木 間 英 子
図画工作美術教育の諸問題（7）
小中学校の一貫性を高める図画工作美術のカリキュラムの推進（2） 清 水 満 久 2～14
科学的リテラシーを育成する探求的な学習のあり方
『全米科学教育スタンダード』の「Inquiry」を手がかりに 白數 哲久小川 哲男 15～30
不登校支援の在り方を探る
ある同一事例の当事者，母親，担任教師の認識のずれ 岸 田 幸 弘 31～51
幼稚園における子どもの「人とのかかわり」に関する考察（2）
子どもの「精神発達」と保育者の「援助」の関係 横 山 文 樹 52～61
幼稚園保育所の園長等管理職の統合保育に関する認識
インクルーシブな保育に向けての現状と課題 石 井 正 子 62～78
擬プルタルコス『子どもの教育について』の教育観 鈴 木 円 79～96
新刊紹介
富本靖著『知っておきたい救急法のすべてあなたの勇気が命を救う』 押 谷 由 夫 97～98
石井正子編著『発達心理学 保育者をめざす人へ』 田 中 マユミ 98～99
文化講座「特殊研究講座」一覧
平成20年10月1日 子どもの科学する心を育てる 帝京大学教授 福 岡 敏 行
平成21年10月31日 大学生に向けての「いのち」の授業
NPO法人いのちをバトンタッチする会代表 鈴 木 中 人
人間社会学部研究会（平成20年度）要旨（初等教育学科関連）
平成20年7月9日 小学生の体格体力及びバランス能力 准教授 富 本 靖




巻頭言 清 水 満 久
図画工作美術教育の諸問題（8）
小中学校の一貫性を高める図画工作美術のカリキュラムの推進（3） 清 水 満 久 2～13
小学校における小編成管弦楽の指導
R小学校「器楽クラブ」の編曲と演奏指導の事例から 髙畠 扶貴永岡 都 14～32
幼児にとって「集まる」ことの意味 幼稚園の「お帰り」からの考察 横 山 文 樹 33～44
年次変化に対する注意機能の発達 CPT課題を用いて 富 本 靖 45～49
教師が行う不登校児童生徒への支援 小中学校教師へのインタビューから 岸 田 幸 弘 50～62
スウェーデン，デンマークにおける特別なニーズのある子どもの保育
統合保育所及び保育者養成校視察報告 石 井 正 子 63～74
新刊紹介
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押谷由夫編集『各教科で行う道徳的指導（新教育課程の授業戦略 No.4）』 小 川 哲 男 75～76
三宅茂夫大森雅人爾寛明編著『保育内容「環境」論』（MINERVA保育実践学講座 第9巻）
押 谷 由 夫 76～77
昭和女子大学女性文化研究所編『女性と仕事』（昭和女子大学女性文化研究叢書 第七集）
今 井 美 樹 78
文化講座「特殊研究講座」一覧
平成21年10月31日 いのちを大切にする心を育む
NPO法人いのちをバトンタッチする会代表 鈴 木 中 人
人間社会学部研究会（平成21年度）要旨（初等教育学科関連）
平成21年9月30日 チンパンジー乳幼児とヒト乳幼児における比較発達 専任講師 中 村 徳 子
平成22年1月8日 近代日本の民間の調理教育からみた女性と仕事





巻頭言 清 水 満 久
子どもの自然認識の萌芽を伸長させる理科カリキュラム
イギリスナショナルカリキュラムとプラウデン報告を基に 小 川 哲 男 2～14
図画工作美術教育の諸問題（9）
小中学校の一貫性を高める図画工作美術のカリキュラムの推進（4） 清 水 満 久 15～23
「生きる力」を伸ばす高等学校における道徳教育の在り方
「ゆとり教育」の潮流と青年期の道徳性発達について 醍醐 身奈押谷 由夫 24～41
教師が行った不登校支援策の選択決定の理由
小学校教師へのインタビューから 岸 田 幸 弘 42～60
保育場面における保育者の言葉の質を問う
子どもへの「語り」から見えるもの 亜森 瑪依拉横山 文樹 61～70
高等教育政策と国立大学教員養成系学部における環境教育
環境冠学科（課程）を事例として 内 山 弘 美 71～77
シュトックハウゼン「ラウムムジーク（空間音楽）」の理論と実践
EXPO・70における「オーディトリウム」の音響空間 永 岡 都 78～90
アメリカ初等教育演習（春季ボストン教育研修）の紹介とポートフォリオ調査による分析
木間 英子松本 淳駒谷 真美爾 寛明押谷 由夫 91～113
新刊紹介
岸井勇雄横山文樹著『あたらしい幼児教育課程総論』 押 谷 由 夫 114～115
押谷由夫監修 押谷由夫本田正道尾高正浩編著『道徳で学校学級を変える
実践事例から学ぶ 新しい道徳教育の展開 小学校』 醍 醐 身 奈 115～116
園田英里著（文絵）『SERVICEDENUIT』『こわくないもん』 押谷 由夫醍醐 身奈 116
文化講座「特殊研究講座」一覧
平成22年10月16日 子どもをひきつける話術の習得 落語家 三遊亭京楽
平成22年10月30日 通常学級における特別な支援を必要とする子どもたちへの対応
植草学園短期大学教授 漆 澤 恭 子
人間社会学部研究会（平成22年度）要旨（初等教育学科関連）
平成22年9月30日 教師が行う登校支援と学級の人間関係づくり 准教授 岸 田 幸 弘





巻頭言 小 川 哲 男
授業における子どものコミュニケーションによる自然認識の協同的な構成的発達
コミュニケーションを保証する場の条件と授業展開のモデル 小 川 哲 男 2～15
すべての子どもの登校支援に取り組んだ学校の実践事例 岸 田 幸 弘 16～34
図画工作美術教育の諸問題（10）
図画工作美術の学習活動を通した，へき地教育の実践の試み 清 水 満 久 35～43
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メンテスによるテレマコスの教育（『オデュッセイア』第1巻80行～324行） 鈴 木 円 44～56
管弦楽合奏における児童の学びと音楽的成長を支えているもの
R小学校器楽クラブの事例から 髙畠 扶貴永岡 都 57～70
子どもの生活から見た領域「環境」の意義 横 山 文 樹 71～81
ニューヨーク，ボストンにおける自閉症児教育
多様な教育プログラムと保護者による選択 石井 正子中村 徳子 82～97
文化講座「特殊研究講座」一覧
平成23年12月7日 子どもたちに伝えたかったこと
昭和女子大学図書館長総合教育センター教授附属昭和幼稚園長 江 口 雄 輔
人間社会学部研究会（平成23年度）要旨（初等教育学科関連）





巻頭言 小 川 哲 男
面積についての感覚を身に付ける指導の現状とその改善 斉 藤 規 子 2～13
欧州体育教育の目的と展開 スポーツ教育学から得られるもの 富 本 靖 14～26
学校適応を促進する「遊び」の集団体験
対人関係ゲームによる登校支援の可能性 岸 田 幸 弘 27～39
幼児の規範意識の形成に対する保育者の保育観に関する一考察
「ずる」（自己欲求優先的行動）に対する認識からの検討 湯淺 阿貴子押谷 由夫 40～58
「領域」の相互関係に関する考察 横 山 文 樹 59～66
イタリア幼児教育視察レポート
レッジョエミリアとピストイアの保育システムから得られる示唆 永岡 都石井 正子 67～83
文化講座「特殊研究講座」一覧
平成24年9月28日 教育というコミュニケーション 「わからない！」から始めてみる
立教大学教授関東社会学会会長日本社会学理論学会会長 奥 村 隆
人間社会学部研究会（平成24年度）要旨（初等教育学科関連）
平成24年7月18日 音楽教育という考え方 日本の学校教育制度における





巻頭言 斉 藤 規 子
フィンランドの算数教育についての考察
豊かな表現様式による活動とそれらの関連づけ 斉 藤 規 子 2～15
子どもの生命観を育てる学校外教育施設の活用
水族館の効果的な活用を視点として 佐貫 礼奈小川 哲男 16～26
明治中期の専門料理人と「割烹熱心家」による食物調理に関する研究会にみる
男女両性の調理教育 第2報 今 井 美 樹 27～41
対人関係ゲームが学級集団の育成に功を奏する条件 岸 田 幸 弘 42～50
民俗音楽と音楽教育をぐもの ハンガリーの民俗音楽研究と教科書制作の現場から
永 岡 都 51～66
文化講座「特殊研究講座」一覧
平成25年9月30日 傷ついた子どもの心の支援 東京女子大学大学院教授 前川あさ美
人間社会学部研究会（平成25年度）要旨（初等教育学科関連）
平成25年12月18日 幼児期のままごと遊びに関する考察 ままごと遊びの再考
教授 横 山 文 樹
平成25年度大学院生活機構研究科人間教育学専攻修士論文題目一覧
平成25年度人間社会学部初等教育学科卒業論文題目一覧
執筆者紹介編集後記
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